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受をのために 



事故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

.万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

この取掘説明書では、;欠のよラな表おをしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

ま意を促す記号 

1 么を晚 


A 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 

化災 

感電 

死こや大けびなど人身事故び生じます。 

行為を禁止ずる記号 

A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 

0 


大けびなど人身事故の原因となります。 

禁止 

分解禁止 

IA 注意 1 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故によりけ 

めれ手禁止 

接抛禁止 

びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 
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A 警告 I 底 A 

I — ^ - 1 化お 感電 


下記のま意事項を守6ないと义災*感電に 
より死!!:や大けびの原因となりまず。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらイヤーレシーバーなどを使巧し 
たり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶対におやめください。 
交通事故の原因となります。 

• また、歩さなび5使巧するときを、事故を防ぐため、周囲の交通や路面げ況 
に充分ごを意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

かや異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
<ださし)。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場前こは置 
かない 

火災や感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださし、。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因となります。 


巧触禁止 
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準備 

準備1:箱の中身を確認する 


本体 (1) 



表示窓に貼られているフイルムを 
剥びしてお使い < ださい。 

エレクトレットコンデンサー 
マイク n ホン 

(単一指向性ダイレクトインマイク）り） 



ソニー単4おアルカリ乾電池 (2) 


ステレオイヤーレシーパー （1) 



才ーデイオコード(ステレオ-抵抗入り） 

( 1 ) 



必ず付属のケープルを使って、接続して 
<ださい。 


変換プラグ(ステレオーモノラル) （1) 
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パソコン用アプリケーシヨンソフト 

Digital Voice Editor に D - ROM )(1) 

にレコーダーの基本ソフトウエアで、パ 
ソコンで録音データの保存や編集び可能 
です。 

キヤ U ングケース （1) 

取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

簡単ダビングガイド （1) 

上手な録音ガイド （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


謙 



この取掘説明書で説明している切がの蜜 
要や改造を行った場合、本機を使庙でを 
な < なることがありますので、ご注意< 
ださい。 
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各部のなまえ 


本体(表面) 



圧]アクセスランプ 
回内蔵マイク（ステレオ） 

图 表お窓 
团 分割ボタン 
固 DPC 速/遅ボタン 
固 ♦ 録音/一時停止ボタン(録音ランプ) 
回 一 W (早戻し）ボタン 
圃 ■ (停止)ボタン 
回 スピーカー 
画 \ (マイク）ジ トツ ク *1 
回。 （へッドホン)ジャック *2 
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圆 消まボタン 
圆 音量+*1/-ボタン 
圆 表示/メニューボタン 
圆 DPC (速度調節)入/切スイッチ 
陋 c ^ (リピート） A - B ボタン 
回 ►-再生/停止-決定ボタン*1(再生 
ランプ） 

圆 ►►! + ( 早送り）ボタン 
画ストラップ取り付け部 

(ストラップは付属していません） 

W 凸点(突起)びついています。操作の目安、 
端子の識別としてお使いください。 
付属のステレオイ ヤーレシーバーを 打 
(へッドホン)ジャックに差し込みます。 
雑音び入る とさはイヤーレシーバーの プ 
ラグを をれ いに拭いて < ださい。 




本体(裏面) 



m 

謙 



a スタンド 

テーブルなどに置いて録音する場合には 
本機を立てて使ラことびでをます。 

圆電池ぶた 
國ホールドスイッチ 
國令 (USB) 端テ 
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準備 2 :電おを入れる 

表示窓に貼5れているフイルムを剥がし 
てお使いください。 

1 電池ぶたを矢印の方向へず5して開 
ける。 



2 単4おアルカ U 乾電池(付属)を2本 
入れ、ふたを閉める。 



お買い上げのあと、初めて電池を入れたと 
さや、電池を抜いたまま長時間お使いにな 
日なかったあとに電池を入れたとさには、 
時計設定画面び表示されます。「準備4 :時 
計ををわせる」 （1 3ページ)の手順に沿って 
時計を合わせて<ださい。 



• 電池を交換する隙、電池を取りはずしても 
録音した用件やアラーム設定は消えません。 
• 電池を交換する隙、電池を取りはずしても 
約2分間、時計は動いています。 



電池ぶたは落とした0、無理な力を加えた 
りずるとはずれることびあります。その 
ときは上の図のよラにはめ直してくださ 
い。 
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使用でをる電池 

使用でをる電池は、 ■ L 处下の乾電池になりま 

す。 

• 単4おアルカ U 乾電池2本(付属） 

a ごま意 

• 乾電池は電池の 一力一や種類によって性 
能のばらつをびあり、使用時間の目安に巧 
して特に低温下では短くなる場合びありま 
す。 

• 乾電池を交換するとをは、必ず2本とち新し 
い乾電池に交換して < ださい。 

• 単4形アルカ U 乾電池し乂がの乾電池をお使 
いになると故障の原因になります。 

使用でをない電池 

• マンガン電池 

使用でさる巧電池 

使用でさる充電池は、切下の充電池になり 

ます。 

• 充電式ニッケル水素電池単4形(別売）： 
NH - AAA -2 BKA 

n ごま意 

巧電式ニッケル水素電池 ( NH - AAA -2 BKA ) 拟 

外の電池に充電すると故障の原因になります。 


ぐ L ソ下のち法でも本機を充電できます。 

詳細については r パソコンにつないで充電す 
る」巧6ページ)または 、 rUSB AC アダプター 
(別売)につないで使ラ」 （58 ページ)をご覧< 
ださい。 

電池を交換ずる時期 

電池の残量び少な < なって < ると、表示窓 
の表示でお知らせします。 

電池の残量表示 

:為：：電池の交換時期び近づいています。 

:待：： 「 LOBATT 」 が表示され、操作びでを 
なくなります。 
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準備 3 :電源を入/切する 



電池を入れると表示窓に表示び出て電源 
び入ったことびねか0ます。 

本磯をお使いにならないとさは、電源を切 
ることで電池の消耗を抑えることびでさ 
ます。 

電源を切るには 

停止中にホールドスイッチを矢印の方向 
にず5すと、しば5くたってから電源び切 
れます。 

電源を入れるには 

ホールドスイッチを矢印と逆のち向にず 
らすと電源び入ります。 


ジヒント 

• 長時間ご使用にならない場合は、電源を 
切ってお<ことをおすすめします。 

• 電源を入れて停止状態のまま10分経過する 
と自動的に表示び消えます。（ボタンを押せ 
ば、操作で去ます。） 


巧。。0~1 | 
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準備 4 :時計を合わせる 



アラーム機能を使用したり、録音した日時 
を記録するためには、本機の時計を合わせ 
てお < 必要びあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたと 
さや、電池を抜いたまま約2分上お使い 
にな b なかったあとに電池を入れたとさ 
は、年表示び点滅します。 


電池を入れてずぐに時計を合わ 
せる 

1年月曰と時分を合わせる。 

-\« または ►►! + ボタンを押し 
て、年、月、日、時、分の順で数字を選 
び、►-再生/停止•決定ボタンを 
押す。 


時計 


\ I 年！ /月 B 

、•つ 〇ィ t , 

ィ U J 、I I 

‘ — 7*1—1 t - 1 


2停止画面に戻すには■(停止)ボタ 
ンを巧す。 


謙 
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メニューを使つて時計を合わせ 
る 

停止中にメニューを使って時計ををわせ 
ることびでさます。 

1 メニュー画面で r 時計」を選ぶ。 

の表示/メニューボタンを長押しして 
^ニューモードに入る。 

^ニュー画面び表示されます。 



®-\« または ►►! + ボタンを押し 
て 「 MANUAL 」 を選び、►-再生/停 
止-み定ボタンを巧す。 

「年」の数字び点滅します。 


時計 

V I I I I I I 1/ 

、，のりいいり I , '• 

^Ifin W U ML、. 

L ブ rTrTTTT^ J 

2 年月曰と時分を合わせる。 

-\« または ►►! + ボタンを押し 
て、年、月、曰、時、分の順で数字を選 
び、►-再生/停止•決定ボタンを 
押す。 


3 停止画面に戻すには■(停止)ボタ 
ンを押す。 

Q ご注意 

• それぞれの手順の間を約1分 ULL あけると、 
時計合わせびキャンセルされ、通萬の表示 
に戻ります。 

• Digital Voice Editor を起動したパソコンの 
日時を自動的に本機に取り込む場合は、手 
順®で 「 AUTO 」 を選んでから Digital Voice 
Edi 阳 r を起動したパソコンと接続してくだ 
さい。 







n ごま意 

録音中にホールドにした場合、すべてのボタ ^ 

ン操作びで去な < なり、誤操作を防止します。 話 

録音を止めるには、まずホールドを解除して 
ください。 


ホールドスイツチを矢印の方向にずらし 
ます。 

「 HOLD 」 び約3秒間表示され、すべてのボ 
タンび操作でさなくなります。 


ぐホール ド中でも アラー ム再生は止められ 
ます。 

アラーム再生時、どのボタンを押してをア 
ラーム音や巧件再生を止めることびでさます。 
(通背の巧件再生は停止でをません。） 


/H 


riR "P 
\1けけ/ 

、い m の 一 • 
/ M U しり、 
- 可 T~m で . 


ホールドにごいて 

誤操作を巧止ずる(ホールド） ホールドを解除ずるには 

操作でさるよラにするには、ホールドス 
ィツチを矢印と反対の方向にずらします。 
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含本の操作 


録る 


録音を始める 


1 停止中に♦録音/一時停止ボタンを押す。 

録音ランプびホ < 点灯しまず。 

♦ 録音/一時停止ボタンは、録音中ずっと押し続ける 
お要はありません。 

新しい用件は自動的に一ま最後に録音されます。 



参録音/ 
一時停止 
(録音ランプ) 


2 内蔵マイクを録音する音の方向へ向ける。 



内蔵マイク 


録音を止める 

1 ■(停止)ボタンを押す。 

今録音した用件のはじめで停止しまず。 


^ - ■ (停止) 

卜**■厂山一)…ジ 


アクセス中のごま意 

画面上に 「 ACCESS 」 の表示び点滅中、またはアクセスランプびオレンジに点滅している間 
はメモリーへ録音データを記録しています。アクセス中は、電池をはずしたり、 U 5 BAC 
アダプター（別売)を抜さ差ししないで<ださい。データび破損するおそれびあります。 

n ごま意 

• 録音中、本機に手などび当たったり、こすったりすると雑音び録音されてしまうことびありま 
ず。ご注意 < ださい。 

• 録音を始める前に必ず電池残量表示 （1 1ページ)を確認してください。 




その他の操作 

録音を一時停止 
する* 

• 録音/一時停止ボタンを巧す。 

録音一時停止中は録音ランプびホ<点滅し、 「 PAUSE 」 表示び点滅します。 

録音一時停止を解 
除する 

ちう一度 ♦ 録音/一時停止ボタンを押す。 

先ほど録音していた用件に続けて録音ずることびでさます。（録音一時停止後、録音を続け 
ず、停止ずるとさは、■(停止)ボタンを巧しまず。） 

今録音したばか D 
の巧件を聞< 

► 再を/停止-ミ央定ボタンを巧す。 

録音び賴除され、今録音した用件のはじめから聞くことびでをます。 

早戻し（レビユ ー） 
再生する 

録音中または録音一時停止中に 一 W を長巧しずる。 

録音び賴除され、今録音したところが早戻し（レビュー)再をされます。 一 W ィを離ずと、離 
したところから再生び始まります。 


録音を一時停止して約 1 時間たつと、録音一時停止は解徐され、録音停止になります。 


をヒント 

• 本機で録音される用件は MP 3 ファイルで録音されます。 

• フオルダには最高99の用件び録音できます。 

• 録音をする前に、あらかじめためし録りするか、録音モニター （27 ページ)をしなびら録音する 
ことをおすすめします。 


メモリー残 量 表示について 

残量び減ると、ひとつずつ消えていさます。 


し心/。な 

時間 巧 申よ 


ののの 

い1… 


並 



点滅 



録音中に残り時間が10分を切るとメモ U —残量表示び点滅し、残り時間び1分を切ると 
r 残り時間」表示モードに切り替わり、残量表示とカウンター表示び点滅します。不要な用 
件を消去して < ださい。 




聞 < 

H ごま意 

再生を始める前に、ホールドを解除して電源を入れてくださし、。 


再生を始める 

1 - I ◄◄または ►►! + ボタンを押して、用件を選ぶ。 



2 再生/停止•ミ夫定ボタンを押す。 

すぐに再生び始まり、再生ランプび緑に点好します。 



►-再生/ 
停止-ミ夫定 
(再をランプ) 


3音量+/—ボタンを押して、音量を調節する。 



音量+/— 


再生を止める 

1■(停止)ボタンを押す。 



■ (停止) 
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その他の操作 


再生の途中、その位 
置で停止する 

■ (停止)ボタンを巧す。 

ちラー度 ► 再生/停止-決定ボタンを巧ずと、止めたところから再生び始まります。 

今間いている巧件 
の頭に戻る 

一 M ィを短く1回巧ず。* 

前の巧件、さらに前 
の巧件に戻る 

一 M ィを短 < 巧回か巧す。 

(停止中は巧したままにすると、連続して戻りまず。） 

次の巧件に進む 

►►1 +ボタンを短く1回巧ず。* 

さらに巧の巧件に 
進む 

►►1 +ボタンを短く何回か巧す。 

(停止中は巧したままにすると、連続して進みまず。） 


* メニュー「イージーサーチ」び「切」に設定されている場合の操作です (46 ぺージ)。 


瞄钟 Q 滿な 
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消す 

a ごま意 

• 一度消去した内容は元に戻せません。ご注意ください。 

• 消去する前に、ホールドを解除して電源を入れてください。 
•保護設定びされていたら、その巧件は消去されません。 

用件を選び消去ずる 


1 停止中または再生中に消去したい用件を選ぶ。 


2 消去ボタンを長押しする。 

確認音が鳴り、用件番号と「消去」び点滅し、消去したい 
用件び繰り返し再生されます。 

I LP /H 画 I 




消去 


3 「消去」の点滅中に消去ボタンををう1度押す。 
用件び消去され、攻降の用件番号び繰り上びります。 
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途中で消去をやめる 

1 「用件を選び消去する」の手順3の前に ■ (停止)ボタ で气 

ンを巧す。 ■(停止) 


他の用件を消去ずるには 

r 用件を選び消去する」の手順1か5手順3を繰り返します。 

ひとつの用件の一部分だけ消去ずるには 

用件分割で消去する部分としない部分に分け、消去したい部分の用件番号を選んで「用件 
を選び消去する」の手順1から手順3を繰り返します。 


脚钟 Q 肅な 
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その化の録音操作 


録音の設定を巧える 


録音モードを選ぶ 



停止中にメニューで用途に応じた録音 
モードを選ぶことびでさます。 

1 表示/メニューボタンを長押しし 
て、方ニューモードに入る。 
メニュー画面び表示されます。 


2 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、 r 録音モード」を選び、再生/ 
停止-決定ボタンを押す。 



3 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、 「 ST 」、「 STSP 」、「 STLP 」、 rsp 」 また 
は 「 LP 」 を選び、►-再生/停止•決 
定ボタンを押す。 
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ST ステレオ高音質モード (44.1 kHz / 

192 kbps ) 

ステレオ音声で高音質な録音びでさます。 

STSP ステレオ標準モード (44.1 kHz / 

128 kbps ) 

ステレオ音声で録音びでさます。 

STLP ステレオ長時間モード (22.05 kHz / 

48 kbps ) 

ステレオ音声で長時間の録音びでさます。 

SP モノラル標準モード (44.1 kHz /48 kbps ) 

標準の音質で録音びでさまず。 

LP モノラル長時間モード （11.025 kHz / 

8 kbps ) 

音質を重視しない簡易な録音、文モ録音 
は LP モードで長時間お使いになれます。 

より良い音質で録音したいとさは 、 ST 
モードまたは STSP モードをお使いく 
ださい。 

お買い上げ時は、に T (ステレオ高音質 
モード)」設定になっています。 

4 ■(停止)ボタンを巧して、メニュー 
モードを終了する。 

n ごま意 

録音中は「録音モード」の切り換えはできませ 
ん /。 


7イク感度を選ぶ 



停止/録音時にメニューでマイク感度設 
定を切り換え、用途に含わせて、マイクの 
感度を選ぶことびでをます。 

1 表示/メニューボタンを長押しし 
て、メニューモードに入る。 
メニュー画面び表示されます。 


巾 Q 音 Q 鄭邮肅な 
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2 - I ◄◄または ►►! + ボタンを押し 
て、「マイク感度」を選び、►-再生/ 
停止•ミ夫定ボタンを押す。 



て、 「/ H (尝議)」または「!_/(□述)」 
を選び、►-再生/停止-決定ボタ 
ンを押す。 



/H ルさな音を大さくすると 

(爸議） とちに、全体の録音レベル 

を最適化することでバラ 
ンスのとれた録音を実現 
します。広い尝議室での 
録音など、違 < の音やルさ 
い音を録音するとさに使 
用します。 


L / □述録音など、マイクを □ 

(口述） 元に近づけて録音したり、 

近くの音や大きい音を録 
_音するとさに使用します。 

お買い上げ時は、 「/ H 指議)」設定に 
なっています。 


4 ■(停止)ボタンを押して、;ニュー 
モードを終了する。 
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音がしたとき自動録音ずる一 
VOR (Voice Operated 
Recording ) 録音 



• 録音/一時停止 
表示/ メニュー 
► 再生/停止-決定 
■ (停止） 


停止/録音時に、メニューで、ある大ささ 
し U 上の音をマイクび拾ラと自動的に録音 
が始まり、音びルさくなると録音が一時停 
止するよラに設定することびできます。 

1 表示/メニューボタンを長押しし 
て、メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


2 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、 rvoR 」 を選び、►-再生/停止 
決定ボタンを押す。 



て、 r 入」を選び、►-再生/停止-決 
定ボタンを押す。 



お買い上げ時、 rvoR 」 は「切」になって 
います。 

4 ■(停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了する。 


啼 Q 音 Q 鄭邮辄な 
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5 ♦録音/一時停止ボタンを押す。 
胃と rvoR 」 び表示されます。 

マイクで拾ラ音び一定レべ j レ UTF までル 
さくなると、 rVOR 」 と 「 PAUSE 」 び点滅して、 
VOR 録音び一時停止状態になりまず。 

VOR 録音一時停止状態のときに、マイクび 
一定レベル L 分上の大ささの音を拾ラと、 
VOR 録音び再開されます。 

VOR 録音を解除ずるには 

手順3で 「 VOR 」 を r 切」にします。 


n ごま意 

VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。状況 
に合わせてマイク感度を切り換えて<ださい。 
マイク感度を切り換えてち思いどおりに録音 
できないときや、大切な録音をするときは、メ 
ニューで rvoR 」 を「切」に設定してください。 
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録音中に操作する 

録音中の音をモニターずる 


録音の途中で用件を分割ずる 



イヤーレシーバーを打（へッドホン） 
ジャックにつなぐと、録音中の音をモニ 
ターすることびでさます。 

イヤーレシーバー か5の音量 (モニター 音 
量)は、音量 +/- ボタンを押して調節し 
ます。録音される音量に影響はありません。 

n ごま意 

録音中に音をモニターしている場合はレイ 
ズカツりの設定は無効になります。 



続けて録音しなが5新しい用件として録 
音することびでさます。 

一度分割すると再結をでさません。 

1 録音中に分割ボタンを押す。 

押したところか5新しい用件番号びつ 
を、その番号と「 ACCESS 」 び点滅しま 
す。ふたつの用件として録音されます 
び、続けて録音されます。 



巾 Q 音 Q 鄭邮肅な 
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[ 用件 1[ 巧件2 ] 巧件3 


用件分割 
巧件2と巧件3は 
続けて録音される 


を ヒント 

録音一時停止中でち巧件分割でをます。 

〇ごま意 

• 巧件を分割した場合、前の用件の最媛とあ 
との用件の最初の音びわずかに切れること 
びあ0ます。 

• 巧件のはじめから 0.5 砂までと終わりから 
0.5 砂までの間では用件分割はでをません。 

• 録音中に頻繁に用件分割してから次の操作 
をしたとを、アクセスランプび点滅し、操イち 
を受け付けるまでの時間び長<なることび 
ありますび、故障ではありません。ランプ 
び消えるまでお待ちください。 

• 分割したあと、分割した位置の音声びわず 
かに重複する場合びあり、分割した前横の 
巧件から同じ音声び聞こえることびありま 
す。 

• A - BU ピートや1件 U ピート中に分割操作 
を行ラと U ピート設定び解除されます。 

• 録音可能残量時間び3秒未満になると用件 
分割はでをません。 
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接続して録音する 

外部マイクをつないで録音ずる 



1停止中に付属の外部マイクを\(マ 
イク）ジャックにつなぐ。 


2 ♦録音/一時停止ボタンを押す。 
内蔵マイクは自動的に切れ、外部マイ 
クの音を録音します。 

入カレベルび適正ではない場をは、本 
機のマイク感度の設定を変更して < だ 
さい。 

プラグインノてワー対応のマイクを使ラ 
と、マイクの電源は本機から供給され 
ます。 

•さ•お使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレットコンデンサーマイク 
□ホン（ステレオマイク） ECM - C 引0、 
ECM - CZ 10、 ECM - DS 70 P (別売)などをお 
使いいただけます。 

Q ご注意 

付属のマイクはモノラルですび、モノラルか 
らステレオに変換する回路を内蔵しています 
ので、両方のチヤンネルに音び録音されます。 
別売のが部マイクびモノラルの場合、「録音 
モード」び rSTLP 」、「 STSP 」 または 「 ST 」 に設定 
されていると、片方のチヤンネルにしか音び 
録音されません。その場合は、「録音モード」 
を rsp 」 または 「 LP 」 に設定するか、モノラルか 
らステレオに変換する変換プラグ(別売)をお 
使い < ださい。 


巾 Q 唐 Q 鄭邮肅な 
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電話機や携帯電話の音声を録音ずる 

別売の電話録音用マイク、 ECM - TL 1 を使 

ラと、電話機や携帯電話での自分と相手の 

声を録音することびできます。 

接続方法などについて詳しくは、 ECM - 

TL 1 の取扱説明書をご覧ください。 

n ごま意 

• 録音する場合には、本機と接続後、通話状態 
と録音レベルをご確認の上ご使用ください。 

• 呼び出し音、発信音を録音した場合、会話び 
ルさい音で録音されることびあります。そ 
のような場合には、通話状態になってから 
本機を録音状態にしてください。 

• 電話機の種類、回線の状況によって VOR 機 
能び働かないことびあります。 

• 本機を使って通話録音をした場合、万一、こ 
れらの不都合により録音されなかった場合 
は、一切の責任を負いません。 


他の機器の音声を録音ずる 


テープレコーダ など 



参録音/一時停止 


CD プレーヤーなど他の機器の音声を本機 
に録音することによって、パソコンを使ね 
なくてち、音楽ファイルを作成することび 
でをます。 


1 停止中に他の機器を本機につなぐ。 
他の磯器(テープレコーダーやテレビ、 
ラジオなど)のイヤホン端子を、付属の 
オーディオコード(抵抗入り）を使って 
(マイク）ジャックとつなざます。 
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2 ♦録音/一時停止ボタンを押す。 
内蔵マイクは自動的に切れ、つなし、だ 
機器の音声を録音します。 

をヒント 

• 録音をする前に、あらかじめためし録りを 
してから、録音することをおすずめします。 
• 入カレベルび適正ではない場合は、他の機 
器のへッドホン端子(ステレオミニジヤッ 
ク）を使って本機と接続し、つないだ機器側 
で音量を調節して < ださい。 

〇ごま意 

他の機器の出力びモノラルの場合、「録音 モー 
ド」び rSTL 門、 rSTSP 」 または 「 ST 」 に設定され 
ていると、片方のチヤンネルにしか音び録音 
されません。その場合は、「録音 モード」 を 
rsp」 または 「LP」 に設定するか、モノラルから 
ステレオに変換する変換プラグ(付属)をお使 
いください。 


啼 Q 音 Q 鄭邮辄な 
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その化の再を操作 


再をの方法ををえる 

より煩利な再を方法 

高音質で再生ずるには 

• イヤーレシーバーで聞く： 

付属のステレオイヤーレシー(一を打 
(へッドホン)ジャックにつないでくだ 
さい。スピーカーか6は音び出なくな 
ります。 

• が部スピーカーで間く： 

別売のアクティブスピーカーを0 
(へッドホン)ジャックにつないでくだ 
さい。 

聞さたいところをすばやく探ずには 
ー イージーヴーチ機能 

メニューの中で r イージーサーチ」を「入」 
に設定しておくと、再生中に ►►! + ボタン 
または一！◄ィボタンを何度か巧して聞き 
たいところまで早送り、早戻しをして間く 
ことびでさます (46 ページ)。一 W ィ ボタ 
ンを 1 回巧すごとに約 3 秒前、 ►►! + ボタ 
ンを1回巧すごとに約1日秒先を再生しま 
す。尝議録音などで、間さたいところをす 
ばや < 探すのに便利です。 


再生中に早送り/早戻しずるには 

(キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）： 

再生中に ►►! + ボタンを巧したままに 
して、間さたいところで離します。 

• 早戻し（レビュー）： 

再生中に一！◄ィボタンを巧したままに 
して、間さたいところで離します。 

最初はかしずつ早送り/早戻しされるの 

で、 ] 語分だけ戻したり、送ったりして聞 

さたいとさに便利です。押し続けると、高 

速での早送り/早戻しになります。 

を最後の用件の終わりまで再生または早送 
り（キュー)すると 

• 最後の巧件の終わりまで来ると、 「 END 」 表 
おび約5砂間点滅します。 

点滅中は再生ランプは緑に点なしています 
(再生音は聞こえません)。 

•「 END 」 の点滅と再生ランプび消えると、最 
後の庙件の頭に戻って止まります。 

•「 END 」 の点滅中に一!◄イボタンを押した 
ままにすると、早戻しされ、離したところか 
ら再生び始まります。 
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再を速度を調節ずる 一 DPC (デ 
ジタル.ピッチ.コント□—ル) 



DPC 速/遅ボタン 


再生速度を+ 1 日 0% から 一 50% の間で調 
節でさます。その隙、音程はデジタル処理 
により、自然に近いレベルで再生します。 


• 最後の用件び長時間の巧件の場合で、用件 
中の後ろの方を探して再生したい場合は、 
►W + ボタンを巧し続けていったん巧件の 
最後まで早送りして、 「 END 」 表おの点む中 
に 一 w ボタンを押して聞をたいところま 
で早戻しして探すと便利です。 

• 最禮の用件し乂がの場合は、次の巧件の頭に 
送ってか6再生中に早戻しするとすばやく 
探せます。 

1件リピート再生ずるには 

再生中に►-再生/停止-決定ボタンを 

長押しします。 

び表示され、その用件び繰り返し再生 

されます。 

通常再生に戻るには、►-再生/停止•決 

定ボタンを押します。 


1 停止/再生時に DPC (速度調節） 
入/切スイッチを「入」にする。 

2 再生速度を早くしたい場合は、再生 
中に DPC 速ボタンを押す。 

ボタンを巧すごとに、-50%-日％の 
間は「+5〇/〇」刻み、日〇/〇〜] 000/〇の間は 
r + 1 0 %」刻みで再生速度を設定します。 



I 〇〇白| 


磊顆蜡搜 3 d 0 


ホ Q 唐 Q 助が辄な 



3 再生速度を遅 < したい場合は、再生 
中に DPC 遅ボタンを押す。 

ボタンを巧すごとに、-50% ~ 〇〇/〇の 
間は「-5〇/〇」刻み、〇〇/〇〜] 000/〇の間は 
「一 10%」刻みで再生速度を設定します。 

通常の再生速度に戻ずには 

DPC (速度調節)入/切スイッチを r 切」に 
します。 


H ごま意 

DPC (速度調節)入/切スイッチび「切」に 
なっていると、 DPC 速または遅ボタンを押し 
ても 「DPC OFF 」 び点滅して調節することび 
で去ません。 DPC (速度調節)入/切スイッ 
チを r 入」にしてください。 
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再生の設定を巧える 

再をモードををえる 


必要な部分だけを再生ずる 一 A-BiJ 
ピート 

1 再生中に写: （ U ピート） A - B ボタンを 
巧して、 A 点を指定する。 

「 A-B B 」 び表示されます。 

2 もう一度 ci ：( U ピート） A - B ボタンを 
巧して、 B 点を指定する。 
re 。 と FA - BJ び表おされて、指定した区間 
び繰り返し再生されます。 

A - BU ピート再をを止めて通常の再生に戻 
すには： 

► 再生/停止-決定ボタンを巧します。 
A - BU ピート再生を停止するには： 

■ (停止)ボタンを押します。 

A - BU ピートの範囲を変えるには： 

A - BU ピート再生中にちラー度 ct A - B ボ 
タンを巧すと、手順1に戻り、新しい A 点び 
設定されます。手順2に従って B 点を指定 
します。 

〇ごま意 

A 点より前に B 点の設定はでさません。 


巧音をほ減して音声を聞をやず 
くずるーノイズカット機能 



録音した音声を聞きやすくするために、音 
芦帯域には影響の出ないお域と高域の雑 
音を低減します。 


1 停止/再生時に表を/メニューボタ 
ンを長巧しして、メニューモードに 
入な。 

メニュー画面び表示されます。 


ホ Q 唐 Q 助が辄な 
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2 - I ◄◄または ►►! + ボタンを押し ノイズカットを解除ずるには 

て、「ノイズカット」を選び、再生 手順 3 で「ノイズカット」を「切」にします。 

/停止-決定ボタンを押す。 



て、「入」を選び、►-再生/停止•決 
定ボタンを押す。 



4 ■(停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了する。 

n ごま意 

• 録音した音声の状態によって、効果に違い 
びでる場合びあります。 

• 内蔵 スピーカーでは 効果び出にくい場合び 
お0ます。 
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巧望の時刻に再をを始める ー アラーム再を 



表术/メニュー 


-再生/停止 • 決定 


(停止） 


あ5かじめ設定した時刻にアラーム音と 
とちに用件を再生でさます。 

特定の日付を指定したり、毎週同じ曜日や 
毎曰同じ時刻に再生するよラに設定でさ 
ます。 

1用件につを1件のアラーム設定びでさま 
す。 

1アラームち生したい用件を表おさせ 
る。 


アラーム設定をする。 

①停止中に表示/メニューボタンを長 
巧しして、メニューモードに入る。 
メニュー画面び表示されます。 

⑤ 一 W ィまたは ►►! + ボタンを巧し 
て、「アラーム」を選び、►-再生/ 
停止-決定ボタンを押す。 



③ 一 W ィまたは ►►! + ボタンを巧し 
て、「入」を選び、►-再生/停止•決 
定ボタンを巧す。 



ホ Q 唐 Q 助が辄な 
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3 アラーム再生したい曰時、時刻を設 
定する。 

の一 W または ►►! + ボタンを押し 
て 、 「DATE (曰時 )」、 「MON (月曜 
曰)」や nuE (火曜曰)」など設定し 
たい曜日、または 「 DAILY 侮曰)」を 
選び、►-再生/停止-決定ボタン 
を巧す。 

©「DATE (日時)」を選んだ場ち： 

「準備4 :時計ををわせる」り3ペー 
ジ)に従って年月日、時刻を設定しま 
す。 

曜日や 「DAILY (毎日)」を選んだ場 

么 • 

口- 

一 W または ►►! + ボタンを押し 
て「時」を選び、►再生/停止•決 
定ボタンを押し、同じよラに 一 W ィ 
または + ボタンを巧して「分」を 
選び、►-再生/停止•決定ボタン 
を押します。 


4 アラームパターンを設定する。 

一 W または ►►! + ボタンを押して、 
FB-PLAYJ (アラーム音のあと、再生)、 
「 BEEP 」 （アラーム音のみ鳴る）または 
「 PLAY 」 （再生のみ)を選び、►-再生/ 
停止-決定ボタンを押す。 

「アラーム入」び表示されます。 

5 ■(停止)ボタンを押して、ニュー 
モードを終了する。 

メニューを終了すると！>0」び表示され 
て、選んだ用件にアラームび設定され 
ます。 

設定内容を変更するには 

「希望の時刻に再生を始めるーアラーム再 
生」の手順1〜2を行い、現在設定されてい 
るアラーム再生曰び表おされたら手順3 
〜4で新しい内容で設定します。 

設定内容を解除ずるには 

「希望の時刻に再生を始めるーアラーム再 
生」の手順 2-( D で 一 W または ►►! + ボ 
タンを巧して r 切」を選び、►-再を/停止 • 
決定ボタンを巧して決定するとアラーム 
は解除されます。表示窓のアラーム表示 
び消えます。 
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設定した時刻になると 

r アラーム」び点滅し、アラーム再生び始ま 
ります。 

再生び終わると、自動的に停止しまず(ア 
ラームパターンで 「 B - PLAY 」 または 
「 PLAY 」 び設定されている場合は、アラー 
ム再生した用件の頭に戻ります)。 

アラーム 再生された用件をち ラー 度 聞 
ぐには 

► 再生/停止-決定ボタンを巧すと、そ 
の用件のはじめから再生されます。 

アラーム 再生を止めるには 

アラーム再生中に音量+/—政がのボタ 
ンを押します。ホールド中は、どのボタン 
を押してち止められます。 

〇ごま意 

• 時計を合わせていない場合や、巧件び録音 
されていない場合は、アラーム設定はでき 
ません。 

• メニューで「操作音」を r 切」に設定していて 
をアラームび鳴ります。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場 
合は、1>り表示のみび点滅し、録音を終了し 
たときにアラームび鳴り始めます。 

• データ更新中にアラーム設定した時刻に 
なった場合は、そのアラームは自動的に破 
棄されます。 


• 2つ政上のアラーム設定時刻になった場合 
は、時刻の早い方の用件のみアラームび鳴 
ります。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を 
終了したあとち解除されません。 

• アラーム再生中に別の用件の設定時刻に 
なった場合、巧件の途中で次のアラーム再 
生び始まります。 

• アラーム設定した巧件を分割した場合、分 
けた時点より前の巧件にのみアラーム設定 
されます。 

• アラーム設定した用件を消去すると、巧件 
に設定されたアフームち一緒に解除されま 
す。 


ホ Q 唐 Q 助 W 辄な 
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他の機おで録音する 


テープレコーダー、 
S ニディスクなど 



2本機の►-再生/停止•決定ボタン 
を押して再生状態にし、同時に、つな 
いだ機器の録音ボタンを押して、録 
音状態にする。 

本磯の用件び他の機器に録音されます。 


3録音を止めるには、本機の■(停止) 
ボタンを押し、つないだ機器の停止 
ボタンを押す。 


他の機器で本機の音声を録音できます。 
録音をする前に、あ5かじめためし録りを 
してから、録音することをおすすめします。 

1付属のオーディオコードを使って、 

本機のり（へッドホン）ジャックと 
イ也の機器のマイクジャックをつな 
ぐ。 
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編集する 


を用件を一度に消去する 




n ごま意 

• 巧件に保護設定びされていたら、その用件 
は消去されません。 

•一度消去した内容は元に戻せません。ご注 
意ください。 

1停止中に表示/メニューボタンを長 
押しして、メニューモードに入る。 
メニュー画面び表示されます。 


2 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、 r 全消去」を選び、►-再生/停止 • 
決定ボタンを押す。 


3 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、 「 YES 」 を選び、►-再生/停止 • 
決定ボタンを押す。 

「 ACCESS 」 が表示され、フオルダ内の 
全用件び消去されます。 


を消モ 

\1IIIII1/ 

•〜〇广广 C C C / 

-'M L L L J J 、 

^rniTiTi^- 


4 ■(停止)ボタンを押して、;ニュー 
モードを終了する。 

途中で消去をやめるには 

手順3で「 N 0」を選び、►-再生/停止¬ 
み定ボタンを巧します。 


誦»叫か 
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用件をふたつに分ける 一 用件分割 



分割 


再生中に用件を分割して、その場所に新し 
い用件番号び付け6れます。含議など1件 
の用件び長時間になったとさなどに、複数 
の用件に分割してお< と再生したい場所 
びすばやく探せ、便利です。分割したい用 
件び入っているフオルダの用件数びいっ 
ぱいになるまで、用件を分割でをます。 

1 再生中に分割ボタンを押す。 

「分割」と分割する要件番号び点滅しま 
す。 


2 わラ1度分割ボタンを押す。 

新しい用件番号びつさ、政降の用件番 
号はひとつずつ送5れます。 


LP /H 



〇 r r r r r 
' M L L L J J 、 
’ T^TITITI 中 ' 


1巧件1 

1 用件2 1 

用件3 



か 

2 

用件分割 



1用件1 

1用件2 1用件3 1 

用件4 



用件番号び 1 つずつ増える 


Q ご注意 

• 用件を分割するには、メモリーに一定の空 
を容量び必要です。 

• 用件タイトル、アーティスト名は分割した 
後ろの巧件を同じになります。 

• 分割した用件は再をち合でをません。 

(元には戻せません。） 

• アラーム設定した巧件を分割すると、分割 
した後ろの用件にはアラーム設定は残りま 
せん。 

• 用件のはじめから 0.5 砂までと終わりから 
0.5 砂までの間では巧件分割はできません。 
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用件分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として用件ま号びつい 
ているので、用件ま号を探すとさと同様に 
- KM ボタンまたは ►►! + ボタンを巧し 
て再生する部分を探してください。 


メ ニユー にごいて 


ゾニューのほいかた 



1表示/メニューボタンを長押しし 
て、;ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 -I ◄◄または ►►! + ボタンを押し 
て、設定したい項目を選び、►-再生 
/停止-決定ボタンを押す。 
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3 -W ◄または ►►! + ボタンを押し 
て、設定し、►-再生/停止-決定ボ 
タンを押す。 



4 ■(停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了する。 

Q ご注意 

約1分間なにをしないと、メニューモードび 
自動的に觸除され、通常の画面に戻ります。 

1つ前の画面に戻るには 

メニュー操作中に表示/メニューボタン 
を押します。 


メニューモードを中止ずるには 

■ (停止)ボタンを押します。 





メニュ ー- 覧 


メニュー 

設定項目 

動作モード 

(〇 :設定可能/-: 

停止中再生中 

:設定不印 

録音中 

録音モード 

LP、SP、STLP、STSP、ST 

〇 

- 

- 

マイク感度 

州し/ 

〇 

- 

〇 

V0R 

入、切 

〇 

- 

〇 

ノイズカット 

入、切 

〇 

〇 

- 

イージーサーチ 

入、切 

〇 

〇 

- 

時計 

AUTO、MANUAL (年月日、 ； ） 

〇 

- 

- 

操作音 

入、切 

〇 

- 

- 

ランプ 

入、切 

〇 

- 

- 

充電 

入、切 

〇 

- 

- 

アラーム 

入、 （DATE (日時)、 SUN (日曜日）、 M0N 诉曜 
曰)、 

TUE (火曜日）、 WED (水曜日）、 THU (木曜日）、 
FRI (金曜日）、 SAT (±曜日）、 DAILY 侮日）： 

目- PLAY、BEEP, PLAY)、 切 

〇 



イ呆護 

入、切 

〇 

- 

— 


全消去 YES 、 N 0 〇 


-XN レ — Inusd 
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メニュー 

設定項目 （# :初期設定） 

参照 

ぺージ 

録音モード 

音質などを設定します。 

ST :ステレオ高音質モード 

STSP :ステレオ標準モード 

STLP :ステレオ長時間モード 

SP : モノラル標準モード 

LP : モノラル長時間モード 

22 

マイク感度 

マイクの感度を設定します。 

/ H * :広い会議きでの録音など、遠くの音やかさい音を録音ずると 
さに使用します。 

L / : □述録音など、マイクを□元に近づけて録音したり、近くの 

音や大きい音を録音するときに使用します。 

23 

VOR 

VOR (Voice Operated Recording ) 機能を設定します。 

入： ある大きさな上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始ま 

0、音びかさくなると録音を一時停止します。♦録音/一時 
停止ボタンを巧して、録音を始めると V 0 R 機能び働さます。 
切*: V 0 R 機能は働さません。 

25 

ノイズカット 

ノイズカツトを設定します。 

入： 音声帯域には影響の出ないほ域と広域の雑音を低減して音 

声をより聞さやすくします。 

切*: ノイズカツト機能は働さません。 

35 

イージーサーチ 

イージーサーチを設定します。 

入： 再生 中、 コント n —ルボタンの(早送り）を巧ずと、約 

10秒進め、 一 M ィ（早戻し）を巧すと、約3秒戻ります。会議録 
音などで、間さたいところをすばや < 探すのに便利です。 

切*:イージーサーチ機能び働きません。コント n —ルボタンの 
► W + (早送り）または 一！◄ィ（早戻し）を巧ずと、用件を早送 
り/早戻しします。 

32 
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メニュ ー 


設定項目ド：初期設定) 


参照 

ぺージ 


時計 AUTO * 迫動）： 13 

本機をコンピューターにつないで 、 Digital Voce Editor を 
超動すると、コンピューターの時計に自動的に合わせます。 

MANUAL (手動）： 

件」 r 月」旧」 r 時」 r 分」をそれぞれ指定して時計を合わせま 

_す。_ 

操作音 確認音を設定します。 一 

入*: 操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音び鳴りま 
す。 

切： 操作時の受け付け確認、音やエラー音び鳴0ません。 

Q ご注意 

「切」に設定していてちアラームは鳴ります。 

ランプ 録音、再生、アクセスランフの点打、消灯を設定します。 一 

入*:動作中はランフび点打または点滅します。 

切：動作中ちランフは点打/点滅しません。 

Q ごま意 

パソコンに接続しているとをは、 r 切」に設定していてちアクセス 

_ランプは点な/点滅します。_ 

巧電 パソコンに USB 接続中の充電の入/切を設定します。 56 

入*:充電式電地を充電します。 

切：充電機能は働さません。 

Q ご注意 

別売の USB AC アダプターを使って充電するときは、この設定は 
関係ありません。 


yN レ — InuLVT 
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メニュー 

設定項目 （# :初期設定） 

参照 

ぺージ 

アラーム 

アラーム再をを設定します。 

入： アラームを設定します。 r 入」を選んだあとで、再生を始める 

日時や、曜日または毎日巧生をする場合の時刻とアラームバ 
ターンを設定しまず。 

切*: アラームを辭除します。 

37 

な 護 

用件を保震して、消去や分割びできないよラにします。 

入： 巧件を保護します。 

切*: 保護設定を解除します。 


全消去 

フォルダの中身をすべて消去します。 

YES : 「 ACCESS 」 び表示されて、すべての用件を消去します。 

N 0* :ミ肖去しません。 

41 


〇ごま意 

メニューの r 保護」設定び「入」になっている巧件は消去しません。 
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K ソコンを巧巧する 

付属の Diaital Voice Editor をほう 


Digital Voice Editor でできる 
こと 

Digital Voice Editor を使って、本徽こ録音 
した用件をパソコンに取り込み、用件の管 
理、再生などを行ラことびでさます。 
使用方法の詳細は Digital Voice Editor の 
ヘルプをご覧ください。 

パソコンに保存されている音楽ファイル 
を本機に追加でをます。 

本機で録音した用件をパソコンに取り込む 

本機に録音した用件を、 USB 接続で、用件 
単位、フオルダ単位、または全用件ごとパ 
ソコンのノ'^―ドディスクなどに保をでき 
ます。保を形式は、"メモ I 」ースティック" 
などの MSV ( LPEC ) ファイル、 M 5 V 
( ADPCM ) ファイル、 MP 3 ファイル、 
Windows 標準の WAV ファイルか5選べ 
ます。 

パソコン上で用件を再生ずる 

用件をパソコン上で再をすることびでさ 
まず。通常の再生のほか、 H 牛 U ピート再 
生、 AB 間リピート再生、イージーサーチ 
を行ラことびでをます。また、再生スピー 
ドの調節ち可能です。 


パソコンに保巧した用件を本機に追加、本 
機で再生ずる 

一度パソコンに保存した用件はもちろん、 
E - mail などで受け取った音声ファイル、 
MW ( LPEC / ADPCM )、 MAV 、 WMA 、 
MP 3 形式を用件単位、フォルダ単位で、 
USB 接続で本機に追加することびできま 
す。追加した用件は、本機上で再生でさま 
す。 

パソコン上で本機内またはパソコンに保 
巧された用件を編集ずる 

用件のフオーマットによって、用件タイト 
ルやユーヴー名の変更、用件のソー ト 、重 
要マークやブックマークの設定/解除、用 
件の分割/結をなど、パソコン上でさまざ 
まな編集び可能です。本機内の用件につ 
いては、パソコン上で順番を移動させるこ 
とびでさます。また、パソコン内に保をさ 
れた用件については、音芦ファイルお式を 
変換して保をすることびできます。 


/つ yuv が前巧叫か 
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オリジナルの音楽 CD やデータ CD を作成 

する 

CD Burning Tool for DVE 、 を起動して、 

本磯で録音した用件や Digital Voice 

Editor でパソコンの八ードディスクに保 

存したお好みの用件か5才 U ジナルの音 

楽 CD 和データ CD を作ることびでさます。 

その他の便利な使いかた 

- IVHcroso 行 Outlook Express などの 
MAPI 対応のメール送信ソフトウエアを 
利用して音青ファイルを添付して音声 
メールを送れます。 

-別売の音芦認識ソフトウてア Dragon 
NaturallySpeaking ™ との組み合わせで、 
本機で録音し 、 Digital Voice Editor で 
パソコンに取0込んだ音声を、文宇に変 
換(テキスト変換)することびできます。 

- Digital Voice Editor 側!で本機のユー 
ザー名やアラーム再生の設定/解除や 
その他の動作モードなどを変更するこ 
とびでさます。 

- CD Recording Tool for DVE を起動し 
て、仁 D の音声を再生したり、パソコン 
の八ードディスクに Digital Voice 
Editor の音声ファイル形式で保をする 
ことびできます。保をしたファイルは、 
Digital Voice Editor を使って本徽こ追 
加でさます。 


CD Recording Tool for DVE 、 および CD 
Burning Tool for DVE は、個人の使用の 
範囲内でお使いください。 
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Digital Voice Editor をインス 
卜ールずる 

Digital Voice Editor をパソコンの八ード 

ディスクなどにインストールします。 

n ごま意 

• Windows ® XP については、 64 b け版の日 S 
は動作保罰いたしません。 

• インス I -ールの途中で本機の接続ケーブル 
を损を差ししないでください。正萬にイン 
ス I -ールされないことびあります。 

• Windows ® 2000 Professional 上でインス 
トールを巧ラ場合、必ずユーヴー名 
「 Admin が ratod で□グオンしたあとに 
行ってください。 

• 本ソフトウェアをインス!-ールしたあとに、 

Memory Stick Voice Editor 
].0/1.1/1.2/2.0 をインス I ルしないでく 
ださい。本ソフトウェアび正常に動作しな 
<なります。（本機で"><モ11ースティック" 
上の用件の操作、編集びでをます。） 

• 本ソフトウェアをインス I ルすると、イ 
ンス I ル先の 0 S によっては M に rosoft 
DirectX のモジュールびインス I -ールされ 
る場合びあります。このモジュールは本ソ 
フトウェアのアンインス I ルによって削 
除はされません。 

•インス! -- ルを始める前に、 Windows の 
他のアプ U ケーシヨンは終了させておいて 
くださし、。既存の Digital Voice Editor を起 
動している場合ち終了させてください。 


• パソコンに必要なシステム構成については 
「必要なシステム構成」 (61 ページ)をご覧< 
ださい。 

1 本機を接続していないことを確認 
し、パソコンの電源を入れ、 
Windows ® を起動する。 

2 付属の CD - ROM を CD - ROM ドライ 
ブに挿入する。 

〔 D - R 0 M を入れると「に Recorder 
Software Setup 」 び自動的に起動し 

「にレコーダーソフトウエアセット 
アップ」の画面び表示されます。 

起動しない場合は、 Windows エクス 
プ□ーラで CD - ROM ドライブをちク 
リックして開き、 rSetupLauncher . 
exe 」 をダブルク U ックしてくださし、 

3 使用許諾契約の内容を確認したら、 
「使用許諾契約に同意します」を選 
び、 r 次へ」をク U ックする。 

「ソフトウエアインストール」の画面び 
表示されます。 


y つ 7 UV が前巧叫か 
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4 「Digital Voice Editor 」 を選び、「イ 
ンス I -ール」をク U ックする。 

インス!-ール設定を行いまず。画面の 
指示に従って操作してください。 

Digital Voice Editor の旧パ‘ージョン/ 
Memory Stick Voice Editor をイン 
ストールしている場合 

旧ノ くージョンの Digital Vo に e Editor / 
Memory Stick Voice Editor を削除す 
るダイア□グボックスび表示されます。 
画面の指术に従ってアンインストール 
を行ってください。用件ファイルは削 
除されません。 

H ごま意 

不正なデータ改ざんを行った場合や、個 
人の使用の範囲がでファイルび使用され 
た場合は、ファイルび再生でをなくなっ 
たり 、 Digital Voice Editor び起動できな 
くなる場合びあります。 

保巧方法を選択する画面が表おされた 
ら 

本機で録音したファイルをパソコンに 
保をするとさ、 MP 3 フオーマットに変 
換するかどラかを設定します。お好み 
に応じて選んでください。 


ヘルプで使用ずる言語選択の画面び表 
示された5 

ヘルプで使いたい言語をクリックしま 
す。 

5 「インス!-ール準備の完了」の画面び 
表示された5、[インス I -ール]をク 
IJ ックする。 

インストールび始ま0ます。 

6 rinstallShield Wizard の完了」の画 
面び表示された5、[はい、今すぐコ 
ンピュータを再起動します。]を選 
び、[完了]をク U ックする。 
パソコンび再起動します。再起動後、 
インストールは完了します。 

アンインス I ルずる 

このソフトウエアび不要になった場合は、 
攻下の手順で削除してください。 

Windows 2000 /XP の場合 

1 [スタート]ボタンをク U ックし、[設 
定]一[コント□ールパネル]一[プ□グ 
ラムの追加と削除]もしくは[アプリ 
ケーシヨンの追加と削除]を順に選ぶ。 
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2 —覧よりに igital Voice Editor 3] を選 
択した状態で、「削除」または r 変更と削 
除」をク U ツクする。 

3 画面の表示に従って操作する。 

Windows Vista の場合 

1 [スタート]ボタンをクリツクし、[コン 
卜□ールノ くネル]^ [プ□グラム]カテ 
ゴ U 内の[プラグラムのアンインス 
I -ール]をク U ツクする。 

2 —覧より [Digital Voice Editor 3] を選 
択した状態で[アンインストールと変 
要]をク U ツクする。 

3 [ユーザアカウント制御]画面で、[続 
行]をク U ツクずる。 

4 画面の表示に従って操作する。 

〇ごま意 

このソフトウエアを一度インス I -ールしたあ 

と、別のドライブまたはフオルダに移動させ 

る場合は、アンインス I -ールしてから再度イ 

ンス I -ールを行って<ださい。ファイルを移 

動しただけでは、ソフトウてアは動作しなく 

なじます。 

をヒント 

ソフトウエアを削除してち、パソコンにイ呆存 

した巧件ファイルは削除されません。 


本機をパソコンに接続ずる 

本機とパソコンで用件をやり取0するた 
めには、本機をパソコンに接続します。 

本機の *^(1156) 端子とパソコンの USB 
ポートを、付属の USB ケープルで接続しま 
す。 

接続するとパソコン側で本機を認識する 
ことがでさ、用件のやり取りび行えます。 
USB ケープルは、本機とパソコンの電源の 
入/切に関係なく抜き差しできまず。 


パソコン 
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n ごま意 

• 本機とパソコンを接続ずる前に Digital 
Voice Editor をインス I -- ルしてくださし、。 
本機とパソコンを接続したとさに「新しい 
八ー ドウェ アの検索 ウィヴー ド」という 
ッセージび表おされた場合は「キャンセ 
ル」をク U ックしてください。 

•] 台のパソコンに2台！;(上の USB 機器を接続 
した場合の勘作保証はいたしかねます。 

• USBA スまたは USB 延長ケーブルをご使 
巧の場合の動作な証はいたしかねます。必 
ず、付属の USB ケーブルのみで接続して< 
ださい。 

• 同時にお使いになる USB 機器によっては、 
正常に動作しないことびあります。 

• パソコン接続時は必ず電池を挿入してから 
お使い < ださい。 

• 本機の停止中に本機とパソコンを接続して 
ください。 

• パソコンとは必要なと去だけ接続すること 
をおすすめします。パソコンを使って操イち 
しないとをは、 USB ケーブルははずしてお 
いて < ださい。 


ペルプを見る 

各操作の詳細はヘルプを参照してくださ 
い。 


ヘルプ 


• み ，> • づぶぶ ■ * * X '->•** • 

»■ の "',-' こ ；* 116EI 
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本機をパソコンか6取りはずす 

必ず下記の手順で取りはずして < ださい。 

この手順で行わないと、データび破損する 
おそれびあ0ます。 

1 アクセスランプび消えていることを 
確認する。 


2 本機をパソコンの USB ポートから取 
りはずす。 

アクセスランプが点灯していないかを 
確認してか5取りがしてください。 
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その他 


パソコンにつないで充電する 


パソコン 



電池を使いをった状態か5約4時間で充電 
び完了します。* 

別売の USB AC アダプターを使って充電す 
ることちでをます。 

1 電池ぶたを矢印の方向へず5して開 
ける。 



別売の充電式ニッケ J レ水素電池を使ラと、 
パソコンにつないで充電でさます。 

本機を起動しているパソコンと接続して、 
r 充電完了」び表示されるまで充電して< 
ださい。 

はじめてお使いになる場をれしば5くお 
使いにならなかった場合は、 r 充電完了」び 
表示されるまで連続して充電して< ださ 
い。 
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2 単 4 お充電式ニッケル水素電池(別 
売)を2本入れ、ふたを閉める。 



3 パソコンと本機をつなぐ。 

本機の *^(1)56) 端テとノ くソコンの 
USB ポートを、付属の USB ケーブルで 
接続します。 

充電中は、 r 充電」と表示されます。 


4 本機をパソコンか5取りはずす。 
必ず「本機をパソコンから取りはずす」 
(55 ページ)手順で取りはずして < ださ 
し、この手順で行わないと、本機にデー 
夕び入っている場をに、データび破損 
して再生でさな< なるおそれがありま 
す。 

#室温で電池残量び無い状態から電池を 
充電したとさの目まです。電池の殘量 
や電池の状態などにより、上記の充電時 
間と異なる場合びあります。また、充電 
式電池の温度びない場合や、データを本 
機に転送中などもな電時間は長くなり 
ます。 

Q ご注意 

• 充電中は本体び温かくなることびあります 
び異寓ではありません。 

• パソコンびスタンバイ、休止モード中は、充 
電でさません。 


P [ L !! か 
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USB AC アダプター（別売)につないでほラ 



USB AC アダプター（別売)を使って、本機 
と家庭用電源（コンセント)をつなぐと充 
電式電池を充電でさます。充電をしなび 
ら本機を使用することびできるため、長時 
間録音をする場をなどに便利です。 
はじめてお使いになる場含れしば5くお 
使いにな6なかった場合 r 充電完了」び表 
おされるまで連続して充電して<ださい。 
電池を使いさった状態から約4時間で充電 
び完了します。‘ 

1 別売の USB AC アダプターをコンセ 
ントにつなぐ。 

2 USB ケーブルに USB AC アダプター 
をつなぐ。 


3 本機の •^( USB ) 端テに、付属の USB 
ケーブルをつなぐ。 

充電しなび6本機を使うことびできま 
す。 

内蔵スピーカー再生中は充電でさませ 
ん/。 

* 室温で電池殘量び無い状態から電池を 
充電したとさの目ちです。電池の鶏量 
や電地の状態などにより、上記の充電時 
間と異なる場合びあります。また、充電 
式電地の温度びない場合や、データを本 
機に較を中なども充電時間は長くなり 
ます。 

B ご注意 

充電中は本体び湿かくなることびありますび 

異萬ではありません。 
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本機を取りはずず • USB AC アダプター(別売)使用時は、電池 

マークは 表示されません。 

必ず下記の手順で取りはずして < ださい。 

この手順で行わないと、データび破損する 
おそれびあ0ます。 

1 録音や再生などの動作中の場合、 

■ (停止)ボタンを押して動作を停 
止する。 


2 アクセスランプ、録音ランプ、または 
再生ランプび点滅していないことを 
確認する。 


3 本機を USB AC アダプターから取り 
はずし 、 USB AC アダプターをコン 
セントから抜く。 

〇ごま意 

• 録音中途 S 音ランプびホに点灯、点滅)やアク 
セス中(アクセスランプびオレンジに点滅） 
はコンセントにつないだ状態の USB AC アダ 
プターから本機を撤を挿ししたり、本機を接 
続した USB AC アダプターをコンセントから 
披を挿ししたりしないで<ださい。データ 
び破損するおそれびありまず。また、用件数 
び多いと、起動画面が長時間表示されること 
びありますが、故障ではありません。表示び 
消えるまでお待ちください。 
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ほ用上のごを意 

ご使用場所について 

運転中のご使用は危険ですのでおやめ< 
ださい。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりし 
ないで<ださい。故障の原因になります。 
• 次のよラな場所には置かないで<ださ 
い。 

-温度び非常に高いところ （60 ご上)。 

-直射曰光のあたる場所や暖房器具の 
近く。 

-窓を閉めさった自動車内(特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

-ほこりの多いところ。 

• 水びかか5ないよラご注意 < ださい。 

本機は防水仕様ではありません。特に 
故下の場をご注意 < ださい。 

-洗面所などで本機をポケットに入れ 
ての使用。 

身体をかびめたとさなどに、落として 
水磊れの原因になる場合びあります。 

-雨や雪、湿度の多い場所での使用。 

-汗をかく状況での使用。 

濡れた手で触ったり、汗をかいたあ服 
のポケットに入れると、水磊れの原因 
になることびありまず。 
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• 空気び乾燥する時期に耳にピ U ピリと 
痛みを感じることびありますび、ヘッド 
ホンの故障ではな<人体に蓄積された 
静電気によるものです。静電気の凳生 
しにくい天然素材のあ服を身に着けて 
いただくことにより軽減されます。 

万一故障した場含は、内部を開けずにお買 
い上げ店またはソニーサービス窓□にご 
相談ください。 

ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、堂光丹、 
携帯電話などに近づけすざると、ノイズ 
が入ることびあ0まず。 

• 録音中に本磯に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されること 
びあります。 

お手入れ 

本体表面びミちれたとをは、水気を含ませた 
柔らかい巧で軽 < ふいたあと、か5ぶさし 
ます。シンナーやベンジン、アルコール類 
は表面の仕上げを傷めますので使わない 
で < ださい。 



まな仕様 

必要なシステム構成 

付属のソフトウエアを使うためには、次の 

ような八ードウエア、ソフトウエアび必要 

でず。 

OS 

• Windows Vista ® Ultimate Service 
Pack 1 (降 

• Windows Vista ® Business Serv に e 
Pack 1 切降 

• Windows Vista ® Home Premium 
Service Pack 1 な降 

• Windows Vista ® Home Basic Service 
Pack 1 切降 

• Windows ® XP Media Center Edition 
2005 Service Pack 3 降 

• Windows ® XP Media Center Edition 
2004 Service Pack 3 政降 

• Windows ® XP Professional Service 
Pack 3 し U 降 

• Windows ® XP Home Edition Service 
Pack 3 し U 降 

• Windows ® 2000 Professional Service 
Pack 4 切降 

• 標準インストール（日本語版のみ） 


〇ご注意 

• 上記し乂外•の OS は動作イ呆罰いたしません。 
( Windows ® 98 /Mac OS/Unux など） 

• Windows ® XP については、 64 bit 版の OS 
は動作保証いたしません。 

•最新の対応 OS については、にレコーダーカ 
スタ マーサポートページ 

http :// www . sonv . co . jp / ic - rec-support 

をご覧ください。 

似下の性能を満たした旧 M PC/AT および 
その互換機 

• CPU : Pentium n 266 MHzL 处上 
(Windows Vista ® 使用の場合 'Pentium 
111800 MHz ■切上） 

• RAM 容量： 128 MB し U 上 (Windows 
Vista ® 使用の場合引 2 MB な 上） 

• 八ードディスクの空き容量： 30日 MB 拉 
上 (お使いの Windows のノ（ージョンや 
音声 データの 扱ラ量に比例して必要な 
空さ容量び変化しまず） 

• ドライプ： CD - ROM ドライブ 
(音楽 CD 、 データ CD を作成する場合は、 
CD - R / RW ドライブび必要です） 

• USB ポート 

• ヴ ウン ド ボード： OS の項に記載された 
M に rosoft ® Windows ® に対応のもの 
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• ディスプレイ： 八イカラー (16 ビット 
カラー) ULL 、 800 X 480 ドット LU 上 
• インターネット接続環境：音青;>< ール 
機能および音楽 CD のデータベースヴー 
ビスに DDB ) 利用の場含 

a ごま意 

推奨環境すベてのパソコンについて動作をイ呆 
証するちのではありません。また、自作パソ 
コンなどへお客様自身びインス I -ールしたち 
のや、 NECPC -98 シ U —ズとその互換機、 
アップグレードしたもの、マルチプート環境、 
マルチモニタ環境、 Macintosh での勘作保 
証はいたしません。 

音寅認識をお使いになる場含のごま意 

音声認識ソフトウエア Dragon Naturally 
Speaking ™ (別売/他社製)と組み合わせ 
て音芦認識機能を使ラ場をは、上記に加え 
て Draaon NaturallySpeaking ™ び必要な 
システム構成(動作環境)ち満たしている 
必要びあります。 


音芦メール送信機能をお使いになる場を 
のごま意 

政下のメールソフトウエアと組み合わせ 
てお使いになれます。上記に加えてお使 
いになるソフトウエアが必要なシステム 
構成(動作環境)も満たしている必要びあ 
ります。なお、音靑;><ールを送るには、月り 
途インターネットサービスプ□バイダと 
契約する必要びあります。 

• Microsoft ® Outlook Express 
5.日/ 5.5/6 .日 

• M にの soft ® Outlook 200日/2002/2003 

• Microsort Outlook Express 
5.5/6.0/7 .日 

• Microsoft Outlook 
2000/2002/2003/2007 

• Microsoft Windows メール 

• Eudora Pro 4.2- J、Eudora 4.3 -J (ペイ 
ドモード）/ 5.0- V 5.1- J /6.0 J /6.2 J /7」（ 製 
品版） 
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本傑の仕樣 


容量(ユーザー使用可能領域） 

2 GB (約1 .7 弓 GB 二1夕24,136夕60 Byte ) 

メモリー容量の一部をデータ管理領域として 
使巧しています。 

周液数範囲 

ST ： 75 Hz 〜20,000 Hz 
STSP : 75 Hz 〜17,000 Hz 
STLP : 75 Hz 〜7,500 Hz 
SP : 75 Hz 〜15,000 Hz 
LP : 80 Hz 〜3,500 Hz 
スピーカー 
直径％ mm 

入-出力端子 

が部入力(ステレオ S ニジャック） 

プラグインパワー対応 
最ル入カレベル 0.4 mV 
へッドホン（ステレオ S ニジャック） 

負荷インピーダンス、16 n 〜30日 n 
USB 端子 

High-Speed USB 対応 

再をスピード調節 ( DPC ) 

+ 100%〜-50% ( MP 3) 

実用最大出力 

300 mW 

電源 

DC 3.0 V 、 単4形アルカ I 」乾電池（付属）2本 

動作温度 
5 む〜 35で 


最大がわ寸法 _ 

約46 mmx 1 15.5 mmx 22 mm (幅/高さ 
/奥行を ）（」 EITA *4) 

質量 

約86 g (単4形アルカ U 乾電池2本含む） 
( JEITA * i ) 

W 電子産業技術協会 ( JEITA ) の測定方法に基 
づいています。 

付属品 

目ページ参照 

別売アクセサリー 

USB AC アダプター AC - U 50 AD 
アクティブスピーカー SRS - M 50 
エレクトレットコンデンサーマイク□ホン 
ECM - C 引 0/ CZ 10、 ECM - DS 70 P 、 
ECM - TL 1 

充電式ニッケ J レ水素充電池単4形 
NH - AAA -2 BKA 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告な 
く変更することびありますび、ご了承<ださ 
い。 
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最大録音時間* 2 * 3 

最大録音時間は、全フオルダ合わせて表のとおりです。 


ST モード 

STSP モード 

STLP モード 

SP モード 

LP モード 

22 時間 15 分 

33 時間 20 分 

89 時間 

89 時間 

日 34 時間 2 日分 


連続録音の場合は、途中電地交換び必要になります。詳しくは乾電池の持続時間をご確認< 
ださい。 

湿音モードを混在して録音した場合、最大録音時間は任意に変化します。 


電池の持続時間 

乾電池の持続時間#1(ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 ( SG ) を達続使巧時） 

ST STSP STLP SP LP 

モ—ド* 2 モ—ド* 3 モ—ド* 4 モ—ド* 5 モ—ド* 6 

録音時 約 40 時間約 4日 時間約 50 時間 約日 0 時間 約 65 時間 

スピーカー再生時#^ 約じ時間約 13 時間約じ時間 約 13 時間 約 13 時間 

ヘッドホン再生時 約 40 時間約 4日 時間約 40 時間 約 40 時間 約 4日 時間 

巧電式電池の持続時間#1(ソニー充電式ニッケル水素電池 NH - AAA を連続使用時) 

ST STSP STLP SP LP 

モ—ド* 2 モ—ド* 3 モ—ド* 4 モ—ド* 5 モ—ド* 6 

録音時 約 28 時間約 28 時間約 36 時間 約 36 時間 約 45 時間 

スピーカー再生時 W 約11時間約 11 時間約 11 時間 約11時間 約 11 時間 

ヘッドホン再生時 約 28 時間約 28 時間約 2 別き間 約 28 時間 約 28 時間 


電池持続時間は当社試験法によるちのです。使用条件によって短くなる場合びあります。 

ST モード：ステレオ高音質モード 

STSP モード：ステレオ標準モード 

STLP モード：ステレオ長時間モード 

SP モード：モノラル標準モード 

LP モード：モノラル長時間モード 

音声レベルを 27 に設定し、内蔵スピーカーで音楽を再生した場合。 
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巧証書とアフターサービス 


保証書 

• この製品には保証書び添付されてし、ま 
すので、お買い上げの隙お買い上げ店で 
お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切に保存して < ださい。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴー ビス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調 
ベ < ださい。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

ソニーの相談窓 □ (裏表紙)、お買い上げ店、 
または添付の「ソニーご相談窓□のご案 
内」にあるお近くのソニーサービス窓□に 
ご相談 < ださい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させて 
いただをまず。詳し<は保証書をご覧< 
ださい。 


保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場をは、ご 
要望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造巧ち切り後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を i 度理可能な期間 
とさせていたださます。保有期間び経過 
したあとも、故障箇所によっては修理可能 
の場をびありまずので、お買い上げ店また 
はサービス窓□にご相談ください。 


ホ CD 唐 
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困つたとまは 


巧障かな？と思った6 

修理を依頼される前に、もう一度下記項目をチェックしてみてください。それでも解決し 
ない場を、ご不明な点は、裏表紙に記載のにレコーダー•カスタマーサポートページをご覧 
いただくか、ソニーの相談窓□(裏表紙)までお問いをわせください。 

なお、保証書とアフターサービスについては、65ページをご参照願います。 

修理に出すと、録音した内容び消えることがあります。ご了承<ださい。 

こんなとまは 


症げ 

原因/処置 

電源び切れない。 

• 停止中にホールドスイッチを矢印の方向に動かす02ページ)。 

電源び入らない。 

• 電源びオフになっている。 

ーホールドスイッチを矢印と反対の方向に動かず02ページ)。 

液晶表おび消えない。 

表示び2重に見える。 

• 保護シートび付いていませんか。 

-フイルムを剥びしてお使い<ださい。 

操作ボタンを押してち動作し 
ない。 

• 電池の思と©の向をび正し < ない （10 ページ)。 

• 電池び消耗している （11 ぺージ)。 

• 電源びオフになっている。 

ーホールドスイッチを矢印と反対の方向に動かす02ページ)。 

スピーカーから音び出ない。 

• 音量び絞られている （18 ぺージ)。 

• イヤーレシーバーをつないでいる （27 ぺージ)。 

片方のチャンネルからしか音 
び出ない。 

• 本機につないでいる機器びモノラルの屬合、片方のチャンネルにしか音び出 
ません。その場合は、モノラルからステレオに変換する変換プラグ(付属)をお 
使いください。 

イヤーレシーバーをつないで 
いてち、スピーカーから音び 
出る。 

• 再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込まないとスピー 
カーからち音び聞こえてしまラことびあ 0 ます。 

-し'!ったんイヤーレシーバーを振いて、最後までしっかり差し込む。 

録音、再生またはアクセスラ 
ンプび点灯しない。 

• メニューの r ランプ」び r 切」に設定されている。 

一「入」に切り換える (47 ぺージ)。 
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をが 原因/処置 


「 FULL 」 とび点滅して、 
録音でをない。 

• メモ U —びいっぱいになっている。 

一不票な用件を消去する(20、41ページ)。 

「 FULL 」 と巧件番号(弓弓)び点 
滅して、操作でをなレ。 

• 弓弓件の用件が録音されているため、新たな録音や巧件分割がでさない。 

一不要な用件を消去する(20、41ページ)。 

録音び途中で止まる。 

• VOR び作動している。 VOR を使用しないときは、メニューで「切」にずる (25 
ぺージ)。 

雑音び入る。 

• 録音したとさ、本機をこすってしまレ、雑音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電巧線、壁光な、携帯電話などに近づけすぎると、ノ 
イズび入ることびあ0ます。 

• が部マイクで録音したとを、マイクのプラグび巧れていた。 

ープラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

• イヤーレシーバーで間いているとき、イヤーレシー A "- のプラグび巧れてい 
る。 

ープラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

録音レベルび小さい。 

• マイク感度び 「 L/ (□述りになっている。 

一 r/H 捨諭」に切り換える (23 ページ)。 

録音レべ j レび不安定。（音楽な 
どを録音したとを） 

• 本機は会議などの録音の際、自動的に録音レベルを調整するよラ設計されて 
いるため、音楽などの歸音には適していません。 

巧件を分割でをない。 

• 弓弓件を超えると、巧件分割はでをません。 

• 頻繁に巧件分割をすると、巧件分割びで定なくなることびあります。 

• 保護設定び r 入」になっていると用件分割でさません。 

他の職器から録音するとさ、 
録音レベルびかさすざた〇大 
をすぎたりする。 

• 他の機器のへッドホン端テを使って本概と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節して < ださい。 

再生スピードび速すぎたり 
遅すぎた D する。 

• DPC (速度調節)入/切スイッチび r 入」になっているため、調節した再生ス 
ピードで再生されている。 

-DPC (速度調節)入/切スイッチを r 切」にすると、通常の速度で再生されま 
す。または、再をスピードを調節して<ださい (33 ぺージ)。 

DPC 速または遅ボタンを押し 
てち速度び変わらない。 

• DPC (速度調節)入/切スイッチを r 入」にしてください。 


時計表示びになる。 • 時計を合わせていない （13 ページ)。 


囲 U 巧かな 
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症げ 

原因/処置 

録音曰時表おび 
r — 年—月 — 日」または 

[しなる。 

• 時計を合わせていないときに録音した用件には、録音した日付は表示されませ 
/ v 。 

時計び U セットされる。 

• 電池をはずした巧態で約2分 L ソ上たつと時計び U セットされます。電池を交 
換するときは、新しい電地を巧意してから交換してください。 

rSET DATE 」 び表示され、 
アラーム再生び設定でをない。 

• 時計を合わせていなレ摇合は設定でをません。 

「 PRESET 」 び表示され、 
アラーム再生び設定で定ない。 

• すでに他の用件でアラーム設定されているのと同じ時刻を設定しよラとする 
と、設定でをません。 

「 BACK - D 」 び表示され、 

アラーム再生び設定でさない。 

• 現在時刻よ0前にアラーム設定はでをません。 

タニュ —表示の項目び足 D な 
い。 

• 再生中または録音中は、表示されないメニューびあります 
(4 日べージ)。 

本機に表おされる残 D 時間 
び、バソコン上での残量表示 
より短い。 

• 本機ではシステム上必要な領域を差し引いて表示しているため 、 Digital 

Voice Editor での残量表示と異なる場合びあります。 

電池の持続時間び短い。 

• 64ページの乾電池の持続時間は、音量レベルを27で再生した場合の目安です。 
使巧条件によって短<なる場合びあ0ます。 

電池を入れたまま長い期間使 
用しないあとで、使おラとす 
ると電池びな < なっている。 

• 使巧しない場合でち、ねずかですび電池を消耗します。この場合の電池寿帯 
は、温度などの環境によってち異なりますび、約2か月び目安です。長い間ご 
使用にな6ない場合は、こまめに電源を切る （12 ページ)か、電池をはずしてお 
<ことをおすすめします。 


充電中に電池マークのアニ • 充電式電池び入っていないか、充電式電池け外の電池(アルカリ電池、マンガ 

メーシヨンび表示されない。 ン電池など)び入っている。 


• 充電式電池を入れる向をび正し < ない。 

• USB ケーブルび正し < 接続されていない。 

• メニューの r 充電」び r 切」になっている。パソコンに接続して充電する場合は、 
設定を r 入」にする (47 ページ)。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再生中は充電でをません。 
• パソコンび休止状態では充電でをません。 
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をげ 

原因/処置 

充電の途中で電池マークのァ 
ニメーシヨン表示び消えてし 
まラ。 

• ニッケル水素 L ソ外の充電式電池または充電式電池が外の電池(アルカ IJ 電池、 
マンガン電池など)び入っている。 

• 劣化した充電式電池を使巧している。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再を中は充電でをません。 

充電式電池の持続時間び短 

い。 

• 5む政下の環境で使巧している。電池の特性によるちので故障ではありませ 
ん/。 

• しばらく使巧していなかった。何回か充電、放電(本磯に入れて使用する）を繰 
0返す。 

• 充電式電池の交換び必票です。新しい充電式電池と交換する。 

• 短時間で電池マークび点巧しますびフル充電になっていません。電池残量び 
無レ状態からフル充電までは約4時間かか0ます。 

充電中に r 充電」マークと電池 
マークび点滅する。 

• 本機の充電可能な温度範囲外になっている。周囲温度を動作温度 (5 で〜 

35む）にして < ださい。 

蜜更したメニュー設定び反映 
されていなレ。 

• 設を変更直禮に電池び抜かれた場合、本機の文ニュー旨受定び反映されないこ 
とび志 D ます。 

バソコンと接続でをない。 

• Digital Voice Editor のヘルプをご覧ください。 

• 別売のバソコン接続キットに KIT - VV 1/ W 2/ WVW 7/ W 弓は本機とは接続できま 
せん。 

バソコンで充電でをない。 

• 起動していないバソコンに接続してち充電でをません。 

• バソコンび起動していてち、休止状態(スタンバイ、ス iJ — プ)のとをは充電で 
をません。 

• メニューの r 充電」び r 切」になっている。 

ーバソコンに接続して巧電する場合は、設定を r 入」にする。 

• バソコンから本機をはずし、再度接続してください。 

• 本概び対応しているシステム構成(日1ぺージ)政外では、動作な証はいたしか 
ねます。 

起動に時間びかかる。 

• 巧件数びをいと、起動ずるのに時間びかかることびありますび、故障ではあ0 
ません。停止画面になるまでお待ち<ださい。 

正常に動作しない。 

• 電池を取り出して、ちラー度入れ直す。 
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を状 


原因/処置 


パソコンで認識しない。 • バソコンか6本機をはずし、再度接続してください。 

バソコンからフォルダ、ファ • USB " プ、または USB 延長ケースレをご使巧の場合は、付属の USB ケープルを 
ィルび転送でをない。 使って接続して < ださい。 

• 本機び対応しているシステム構成 (61 ベージ) iU 外では、動作な証はいたしか 
ねます。 

• お使いのバソコンに複数の USB ポートびある屬合は、別の USB ポートに接続し 
てください。 

消去でをない。 • 保護設定されていると消去でさません。 

- 保護設定を箱除してください (48 ページ)。 
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こんなとをは(付属の Digital Voice Editor ) 

Digital Vo に e Editor のヘルプもあわせてご覧ください。 


をが_原因/処置_ 

インストールでさない。 • "ー ドディスクの空さ容量びみない。 

-容量を確認してください。 

• Winodows ® 95/ Windows ® 98/ Windows ® 98 Second Edition / Windows ® 
Millennium EditionAA / indows ® NT にインストールしようとした。 

一対応している日 S にインストールしてください。 （ Winodows ® 95/ 

Windows ® 98/ Windows ® 98 Second Edition / Windows ® Millennium 
Edition / Windows ® NT / Mac 日引こは対巧していません。） 

• Windows Vista ® Ultimate Service Pack ] 政降 / Windows Vista ® Business 
Service Packl な降 / Windows Vista ® Home Premium Service Pack ] 政降/ 
Windows Vista ® Home Basic Service Packl な降/ Windows ® XP Media 
Center Edition 200日 Service Pack 3 け降 Windows ® XP Media Center 
Edition 2004 Service Pack 3 政降/ Windows ® XP Professional Service 
Pacl <3 凹降/ Windows ® XP Home Edition Service Pack 3 iU 降上で「制限付き 
アカウント」に所属するユーヴー名で□グオンしている。 

一「コンピューターの管理ち」に所属ずるユーヴー名で□グオンしてくださ 
い。 

• Windows ® 2000 Professiona 止で全角のユーヴー名で□グオンしている。 

一 「 Administrator 」 で□グオンしてください。 

• 日本語 iU 外の曰 S にインス!ルしよラとした。 

一曰本語の 0 S にインストールしてください。 

本機と接続できない。 • ソフトウエアのインストール、接続ケープルの接続などを正しく行ったか確 

認してください。 

-外付け USB 八プをご使用の場合には、直接バソコンに接続してください。 

-本機側の接続ケープルを抜さ差しして<ださい。 

-他の USB ポートで接続してみてください。 

• システムサスペンド/システムノ \イバネーシヨンモードに移行している。 

ーシステムサスペンド/システム八イパネーシヨンモードに移斤しないでく 
ださい。 


囲 U 巧かな 
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をげ_原因/処置_ 

バソコンからの再生音量び • サウンドポートび付いていない。 

小さい、バソコンから音び • バソコンにスピーカーび内蔵または接続されていない。 

出ない。 • S ュートび解除されていない。 

• パソコン側で音量を上げてみて < ださい。（詳し < はお使いのバソコンの取扱 
説明書をご覧 < ださい。） 

• WAV ファイルの場合は、サウンドレコーダー （ Windows ® に搭獻で音量を上 
げて保存しなおすことちでさます。 

保存した巧件ファイルび再 • 対応していないファイルあ式の巧件は再生できません。また、ファイル形式に 

生、編集でをない。 ぶっては一部の編集機能びお使いになれません。詳し<は、ヘルプをご覧<だ 

さぃ。 

カウンターやスライダーの動 • 分割/結合、上書定歸音、追加録音などを行った巧件をバソコン上で再生した 
をびおかしい、 とさに発生する場合びあ0ます。 

雑音び入る。 -しりたん A - ドディスクに巧をしてから>再度本機に戻すと、データび最適 

化され、正常な再生に戻ります。 (* 本機の形式に合ったファイル形式で保存 
して < ださい。） 

用件数びをくなると動作び遅 • 録音時間の長さに関係なく、本機内の巧件の総数が多レと、処理に時間びかか 
くなる。 ることびあります。 

用件のな存-追加-削除中に • 録音時間の長い巧件の場合、コピーまたは削除に時間びかかりまず。 

画面び動かなくなる。 -コピーまたは削除び終了するまでお待ちください。通常の操作びできるよ 

ラになります。 

本ソフトウェアを起動したと • 本機と通信を行っている間は絶対にケーブルを抜かないでください。バソコ 
きフ|」ーズ(八ングアップ）し ンの動作び不安定になったり、本機内のデータび壊れる恐れがあります。 

てしまラ。 • 他にインストールされているドライバおよびアプリケーションソフトとのコ 

ンフ U クトの可能性びあ0ます。 

• 本ソフトウェアをインストールしたあとに 、 Memory Stick Voice Editor 
1. X /2. X および Digital Voice EditorVer . 2. x をインストールしないでください。 
本ソフトウ王アび正常に動作しな<な0ます。 
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エラー表お一覽 


エラー表示 

原因 

L 0 目 ATT 

• 電池び消耗しています。新しい単4形乾電池と取0換えて<ださい。 

FULL (^0 び同時に点滅） 

• 録音でさるメモ U —容量びな<な0ました。い<つかの巧件を消去してから 
や0直して < ださい。 

FU 止（用件き号び同時に 
点滅） 

• 用件の合計び最大巧件数(弓弓件)を超えたため、新規の巧件を作成でをません。 
い < つかの用件を消去してからや0直して < ださい。 

SET DATE 

• 時計合わせをしていないと、アラームは言ミ定で定ません。 

NO DATA 

• 1件ち巧件び録音されていません。用件巧護、消去とアラーム再生の設定など 
の操作びでさません。 

PRESET 

• すでにアラーム設定をした曰時または時刻にアラームを設定しよラとしてい 
ます。日時または時刻などちラー度確認して、設定し直してください。 

BACK-D 

• 現在曰時よ0ち前の曰時でアラームを設定しよラとしていまず。年月曰など 
ちラー度確認して、設定し直してください。 

艮 1 ( r 保護」び同時に点滅） 

• 置んだ用件び r 保護」に設定されていまず。消去などびでさません。メニュー 
で r 保護」の設定を r 切」にすると操作でさるよラにな0ます。 

DPCOFF 

• DPC (速度調節)入/切スイッチび r 切」になっています。 

r 分割」「不可」 

• 巧件の合計び最大件数(弓弓件)を超えたため、分割で定ません。い< つかの巧 
件を消去してからや0直して < ださい。 

ERR ACCESS 

ERR 01 〜 06 

• 何らかの原因でシステムエラーび発をしています。一度電池をはずし、再度入 
れ直して<ださい。それでち動作しない場合は、ソニーの相談窓□(裏表紙)ま 
でご連絡 < ださい。 
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システム上の制約 

にレ〕ーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、次のような症状び出 
る場をびあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 


をげ_原因/処置_ 

最大録音時間まで録音できな • ST モード、 STSP モード、 STLP モード、 SP モード、 LP モードを遲ぜて録音ずる 
い。 と、最大録音時間は SHQ モードと LP モードの最大録音時間の間にな0ます。 

• 上記の理由により、実際に録音した時間(カウンター表お)の合計と、「録音可 
能時間」を合計した時間び、最大録音時間よ0少な < なる場合びあ0ます。 


A - BU ピート設定で、設定位置 • ファイルによっては、設定位置びずれてしまラことびあります。 
びずれてしまラ。 
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表示な 

停止/録音時 



圧]保護マーク 

用件び保護設定されているとさ表おさ 
れます。 

图アラーム表示 

用件にアラームび設定されているとさ 
表示されます。 

图メニュー表お 

選んだ;>< ニュー項目び表示されます。 


囲電池 マーク 

乾電池を使用しているときは電池残量 
び表示されます。 

充電式電池を充電中にはアニメーシヨ 
ン表示にな0ます。 

固 DPC 表示 

DPC 入/切スイッチび r 入」に設定され 
ているとさに表示されます。 

固録音表示 

録音中に表おされます。 

回 r 録音曰時」表示 

图カウンター、残り時間、録音日付、現在 
時刻表お、メニユーの現在の設定(入/ 
切)など。 

回^モ U —残量表示 
画位置表示(現在の用件、総用件 )、 DPC 
の設定数値 
回リピート表示 


囲 U 巧かな 
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I A な叫 下記のミち意事項を守 5 ないとけびをしたり周辺の家財に 

1/へけ思 I 損害を与えたりずることびありまず。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ店また 
はソニーサービス窓□にご柜談<ださい。 



大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

耳を刺激ずるよラな大きな音量で長時間つづけて間くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイヤーレシーバーで間くとさにご;主意くだ 
さい。呼びかけられて返事びでさる<らいの音量で聞さましよラ。 



はじめか6ボリュームを上げずぎない ^ 

突然大きな音びでて耳を痛めることびあります。 

禁止 


•本製品の不具合により、録音や再生びでをなかった場合、および録音の容び破損または消去 
された場合など、いかなる場合においてち録音内容の補償についてはご容赦ください。 

また、いかなる場合においてを、当社にて録音内容の修復、復元、複製などはいたしません。 
•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なおよび第三者からのいかな 
る言青求につをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

•録り直しのをかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

•お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、善作権法上、権利者に無断で使用 
でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそなえ、大切 
な録音内容は、必ず予備として、コンピューターなどに保存して<ださい。 
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電池についてのまを上のごを意 

液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大けびや失明を避けるため、拟下の注意事項を必ずお守 
りください。 

電池の種類については、電池本体上の表示をご確認ください。1 
種類によっては診当しないミ主意事項ちあります。 


充電式電池 

ニカド ( Ni - Cd ) 

ニッケル水素 ( Ni - MH ) 
リチウムイオン （ Li - ion ) 


乾電地 

アルカ|丄マンガン 


ポタン型電池 
U チウムなど 


巧電式電化、巧電化、ボタン型電池が液漏れしたとま 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で液をさわらない。 

. 液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□(裏表紙)またはソニーサービス窓□に相談す 
る。 

• 液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるため、目をこす5ず、すぐに水道水などのされい 
な水で充分洗い、ただちに医師に相談する。 

• 液び身体や衣服についたとさは、やけどやけびの原因になるため、すぐにきれいな水で洗い流し、巧厲 
に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談する。 


囲 U 巧かな 
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危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法政外で充電しない。 

• バッテ U —キヤ U ングケースび付属されている場合は、必ずキヤ1」ンブケースに入れて携帯、保管ず 
る。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせた0、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使用、保管、放置しない。 

• 水などで;'15さない。風呂場などの湿気の多いところで使わない。 

• が装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の充電式電池政外は使用しない。 

• 長時間使用しないときや、長時間 USB AC アダプターで使用ずるときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


曰本国内での巧電式電池の廃棄について 


锡 

Ni-MH 


ニッケル水素充電池は、 U サイクルでをます。不要になったニッケル水素充電池 
は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充電式電池 U ヴイクル協 
力店へお持ちください。 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイクル協力店については有限責任中間 
法人 JBRC ホームぺージ hltp :// www . jb に net / hp / conten じ/ index.html を参照 
して < ださい。 
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Att 胃 I 巧電池、ボタン型電化について 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届かないところに保管する。電池を飲み込んだ 
ときは、窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談してください。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。 

• シヨートさせたり、分解したり、加熱したりしない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや 、 USB AC アダフターで使用するときを取り 
はずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池を混ぜて使わない。 

• 液漏れした電ミ也は使わない。 


ミ主意]巧電池、ボタン型電制こついて 

• 火のそばや直射日光の当たるところ、炎天下の車中など、高温の場巧で使用、保管、放置しない。 
• 水などで濡5さない。風呂場などの湿気の多いところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の電池政がは使用しない。 


お願い 


使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金属部分)にテーフを貼るなどの処理をして、充電式電池 
リサイクル協力店にご持参ください。 


囲 U 巧かな 
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索引 


巧字、記号、アルファベット順 


A-BU ピート . 35 

Digital Voice Editor. 7,49 

インス I ル . 51 

DPC (デジタル-ピッチ- 
コント□-ル） . 33 


LP モード . 23,45,46, 64 

SP モード . 23,45,46, 64 

STLP モード . 23,45,46, 64 

STSP モード . 23,45,46, 64 

ST モード . 23,45,46, 64 

USB AC アダプター . 58 


VOR (自動音声録音スタート） ...25,45,46 


あ巧 

アフターサービス . 65 

アラーム再生 . 37,45,48 

イージーサーチ . 32,45,46 

エラー表示 . 73 

お手入れ . 60 

音声六ール . 62 

音量調節 . 18,27 
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か巧 

が部マイク . 29 

各部のなまえ 

ぶぶ耗 . /5 

本体(裏面) . 9 

本体(表面) . 8 

乾電池 . 64 

故障かな？と思ったら 

Digital Voice Editor. 71 

困ったときは . 66 

を巧 

再生 . 18,32 

再生スピード調節 (DPO. 33 

システム上の制約 . 74 

充電 . 45,47, 56,58 

充電式電池 . 64, 78 

. 65 

仕様 . 61 

消 S. 20 

使用上のごミ主意 . 60 

全消去 . 41,45,48 

操作音 . 45,47 






































た巧 

他の機器か5録音 . 30 

他の機器へ録音 . 40 

電源の入/切 . 12 

電池残量表示 . 11 

電池を入れる . 10 

電話の録音 . 30 

時計合わせ . 13,45,47 

な巧 

内蔵マイク . 16 

ノイズ . 60 

ノイズカット . 35,45,46 

は巧 

ノてソコンで編集する . 49 

ノてソコンにつなぐ . 53 

分割新規録音 . 27 

編集 . 41 

ホールド . 15 

保護 . 45,48 

保証書 . 65 

ま巧 

マイク感度 . 23,45,46 

メニュー 

VOR . 45,46 

アラーム . 45,48 


イージーサーチ . 45,46 

—見 . 4 d 

充電 . 45,47 

全消去 . 45,48 

操作音 . 45,47 

使いかた . 44 

時計 . 45,47 

ノイス•カツ K . 45,46 

保護 . 45,48 

マイク感度 . 45,46 

ランプ . 45,47 

録音モード . 45,46 

モニターする . 27 

や巧 

用件分割 . 42 

6巧 

ランプ . 45,47 

レビュー . 17,32 

録音 . 16,22 

録日一時停止 . 17 

録音時間 . 64 

録音モード . 22,45,46 
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著作権と商標にごいて 

著作権について 

• 権利ちの許諾を得ることなく、このマ 
二：!アルの全部または一部を複製、転用、 
送信等を行ラことは、菁作権法上禁止さ 
れてお0ます。 

• あなたび録音したものは、個人として楽 
しむなどの他は、菁作権法上権利ちに無 
断で使用でをません。 

商標について 

• Microsoft 、 Windows ' 

Windows Vista、Windows Media は、 
米国 M に rosoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標また 
は商標です。 

• 本徽ま F 「 aunhofe 「 IISEAW"homson 
の MPEG Laye 「-3 オーデイオコーデイン 
グ技術と特許に基づく許諾製品です。 
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その他、本書で登場するシステム名、製品 
名、 サービス 名は、一般に各開発 メーカー 
の登録商標あるし'^は商標です。なお、本で 
中では®、 ™ マークは明記していません。 




お問いさわせ窓口のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談については、下記のお問い 
合わせ先をご利用ください。 

• ホー ムぺ ージで 調べるには -* "IC レコーダー. カスタ マー ヴポ ートへ 
(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support) 

にレコーダーに関する最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページでず。 

• 電話- FAX でのお問い合わせはーソニーの相談窓□へ(下記電話- FAX 番号） 

• 本機の商記カテゴリーは [1 C レコーダー]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。 

♦セット本体に関するご質問時： 

• 型名；に D - AX 80 • シリアルナンパ'-:電池ボックス内 

• ご相談内容：できるだけ詳しく • お買い上げ年月曰 

♦付属のソフトウエアに関連ずるご質問時： 

質問の巧容によっては、お客さまのシステム環境について質問させていただく場合びあります。 
上記内容に力にて、システム環境を事前に分かる範囲でご確認いただき、お知らせください。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などはホームぺージをご活巧ください。 http :// www . sony . co . jp/support 



FAX (巧巧）0120 -333-389 ソニー株式会社 干1 08-007 己ま京部港区港南1 -7-1 


111111111111111 

* 415854502 * ( 1 ) 







